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研究成果の概要（和文）：消滅の危機に瀕した琉球諸語の奄美語の七つの下位方言、沖縄語の十の下位方言、宮古語の
四つの下位方言、八重山語の五つの下位方言、与那国語の計２７の下位方言、および八丈語を加えた計２８の方言につ
いての文法記述を行った。記述に際しては、統一的な目次を作成して行った。琉球諸語についての知識のない研究者に
も利用可能なものを目指して、グロスを付した記述を行った。最終年度までに研究成果として『琉球諸語　記述文法』
Ⅰ、Ⅱ、Ⅲの3冊を刊行した。

研究成果の概要（英文）：The present study dealt with the grammatical description of endangered Ryukyuan 
languages and the Hachijo language. 28 languages, i.e. 27 Ryukyuan languages (seven Amami 
dialects,ten　Okinawan dialects, four Miyako dialects, five Yaeyama dialects and Yonaguni) together with 
Hachijo, were covered in this study. A shared format was devised for the descriptions of individual 
languages. Also, a shared set of glossing rules was used to make the descriptions readable to linguists 
who are unfamiliar with Ryukyuan.
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
琉球諸語は、2009年 2月にユネスコによっ
て世界の消滅危機言語として認められた。琉
球諸語研究者はユネスコの発表以前から琉球
諸語の危機的な状況に警鐘を鳴らしてきたが、
ユネスコの発表によって、琉球諸語の危機的
な状況は、一般にも広く認知されるようにな
り、それ以前に比べれば、琉球諸語の継承活
動に対する理解は進んでいる。しかし、琉球
諸語の危機的な状況は、琉球諸語話者の高齢
化と過疎による人口の減少、島外からの移住
者の増加、圧倒的な日本語の影響等によって、
その深刻さを増している。 
琉球諸語を全体として継承・再活性化させ
るためにもThe Boasian traditionと呼ばれる
辞書と文法書とテキストの 3 点セットの整備
は急務である。琉球諸語のばあい、辞書とテ
キストに関してはある程度の成果を残してい
る。1 万 5 千語以上の単語を記録した琉球諸
語の辞典が 10 以上の地域の下位方言で既に
刊行されていたし、民話を方言のまま記録し
た民話集や千首近くの諺を収録した諺集が主
要な下位方言で刊行されていた。しかし、包
括的で体系的な記述文法は存在していなかっ
た。琉球諸語の継承のための一般向けの文法
書の作成のためには、音韻論等の他分野の研
究に比較して、遅れた状況にあった文法研究
を推進する必要があった。 

 
２．研究の目的 
 ４年間の研究目的は次の(1)～(6)である。 
（１）奄美から与那国にいたる琉球諸語の 18 
(奄美 2地点、沖縄6地点、宮古6地点、八重
山 3 地点、与那国島１地点) の下位方言と八
丈語1地点の文法の記述を行う。 
（２）各下位方言の動詞、形容詞、繋詞の活
用、助詞を後接させた名詞の曲用、擬声擬態
語を含む副詞等の主要な品詞、感動詞、接続
詞、助動詞などの付属的な品詞の形態論的な
記述を行う。 
（３）テンス・アスペクト・ムード、受動・
使役・授受などの広義のヴォイス、推量表現、
必然表現などのモダリティの記述を行う。 
（４）連体修飾節・条件節・時間状況節・節
連鎖・言いさしなどの複文、平叙・疑問・命
令，否定、指定・措定文や場所・所有など広
義のコピュラ文などの構文の記述を行う。 
（５）各下位方言の形態論と構文論について
記述しながら、記述すべき項目(目次)を検討
し記述文法のモデル構築を目指す。 
（６）共同研究者が研究成果を発表する公開
ワークショップを開催し、相互の研究交流の
促進と学会および一般へ還元する。 

 
３．研究の方法 
（１）共同研究者（研究代表者、研究分担者、
研究協力者）が対象地点を分担し、フィール
ドワークによって得られた言語資料を基に記
述的な研究を行う。 
（２）フィールドワークでは、面接調査によ

る資料収集と録音・録画による自然談話資料
の収集とを行う。面接調査と自然談話の観察、
録音・録画は、本研究の重要な柱である。 
（３）面接調査は、調査票を作成して予め用
意した日本語の語形や例文を翻訳してもらう
方法と、談話資料から抜き出した語形や例文
の文法的な意味を確認する方法とを併用する。 
（４）話者の日本語との接触が長期にわたり、
話者が日本語と琉球諸語のバイリンガルでも
あること、日本語と琉球諸語の文法形式が類
似していることなどを反映して、日本語を方
言に翻訳してもらう方法では、提示された日
本語を単純に直訳することがある。 
（５）談話資料からは自然で有用なデータが
得られるが、特定の場面に限って現れる形式
があり、得られる語形に偏りがある。 
（６）調査票による翻訳方式の調査と自然談
話資料を併用することとした。 
（７）各地の下位方言の文法記述に際して、
統一した目次、章立てを確立し、それに沿っ
て記述した。この方法を採用することで、言
語差の大きい琉球諸語の下位方言間の比較、
参照が可能になった。 
（８）琉球諸語研究および日本語方言研究で
従来はあまり採用されていなかったグロス付
けを行って文法記述を行うこととした。グロ
ス付けについては、ワークショップを複数回
開催して意見交換を行い、琉球諸語を記述す
る上で必要な統一したグロスを採用する。 
 
４．研究成果 
（１）計当初画では、奄美から与那国にいた
る琉球諸語の18の下位方言と八丈語の文法記
述を目指したが、最終的には奄美語の竜郷町
浦方言、大和村名音方言、宇検村湯湾方言、
喜界町上嘉鉄方言、喜界町小野津方言、和泊
町国頭方言、知名町正名方言の七つの下位方
言、沖縄語の今帰仁村謝名方言、名護市幸喜
方言、恩納村名嘉真方言、宜野湾市大山方言、
うるま市津堅方言、うるま市平安座方言、南
城市久高島方言、久米島町硫黄鳥島方言、久
米島町真謝方言、那覇市首里方言の10の下位
方言、宮古語の宮古島市城辺保良方言、伊良
部町佐和田方言、宮古島市池間方言、多良間
村多良間島方言の四つの下位方言、八重山語
の石垣市石垣方言、石垣市白保方言、石垣市
宮良方言、竹富町黒島方言、竹富町波照間方
言の五つの下位方言、与那国語祖納方言、お
よび、八丈語の計28地点の文法記述を行った。 
（２）硫黄鳥島は 1631 年、1829 年、1903 年
に噴火があり、1959 年以降無人島である。硫
黄鳥島方言は琉球諸語の中で最も危機度の
高い方言であるが、その文法記述を行ったこ
とは大きな成果の一つである。  
（３）琉球諸語の下位方言は言語差が大きく、
特に形態論的な形式の違いが大きいため、北
琉球諸語を研究対象にする研究者は南琉球諸
語についての知見に乏しく、逆に、南琉球諸
語を研究対象にする研究者は北琉球諸語につ
いての知見に乏しい状況があったが、統一し



たグロス付けを行ったことで下位方言の比較
研究と研究成果の相互参照が可能になった。 
（４）グロス付けは、本土の日本語方言研究
者、海外の日本語研究者・日本語方言研究者
の琉球諸語研究への道を開くとともに、日本
語諸方言との比較研究の可能性を広げた。 
（５）名詞の格形式において格助辞の付かな
いハダカ格の形式の表す文法的な意味の多義
性を確認し、多義的な意味の理解が重要であ
ると判断して、ハダカ格の多義的な意味によ
ってAGE（agentive）、GEN（genitive）、ACC
（accusative）とグロス付けすることとした。
主格と属格を表す格助辞 nu と格助辞 ga の多
義性についても同様に判断しAGE（agentive）、
GEN（genitive）とすることにした。なお、主
語になるハダカ格の名詞は文全体が未知の出
来事を表す文に現れ、主語になるga格の名詞
に指定のとりたての意味がある事も確認した。
琉球諸語の格研究の活性化が促進された。 
（６）琉球諸語のアスペクト体系のうち、継
続相を表す形式は、シテ対応形式に存在動詞
ヲル（居る）相当形式が文法化して融合した
形式が北琉球諸語に見られるが、その他にア
ルク（歩く）相当形式が文法化した形式が北
琉球諸語の沖永良部島方言、沖縄島北部名護
市幸喜方言、今帰仁村謝名方言、久米島市謝
名堂方言に見られることを確認した。 
（７）琉球諸語のうち、那覇市首里方言、今
帰仁村謝名方言、与論島方言にはシテ対応形
に無情物存在動詞アル（有る）相当形式が融
合した間接的エヴィデンシャリティーを表す
形式のある事が知られていたが、久高島方言、
伊平屋島方言に当該形式が存在しないことを
確認した。南琉球諸語のうち、宮古島市城辺
保良方言、野原方言にはシアリ形式にオク（置
く）相当形式が融合した形式が間接的エヴィ
デンシャリティーを表し、石垣市石垣方言で
はシアリ形式にアル相当形式が融合した形式
が間接的エヴィデンシャリティーを表すこと
を確認した。 
（８）北琉球諸語の沖縄語諸方言において直
接的エヴィデンシャリティーを表す形式があ
ることを確認したが、南琉球諸語には直接エ
ヴィデンシャリティーを表す形式がなく、ア
スペクト・テンス形式が北琉球諸語と南琉球
諸語とで大きく異なることを確認した。 
（９）琉球諸語のアスペクト・テンスが形式
の面でもその文法的な意味の面でも変異に富
んでいること、直接的エヴィデンシャリティ
ーを表す形式、間接的エヴィデンシャリティ
ーを表す形式が存在するなど、類型論的にも
興味深い事例が多いことを確認した。 
（10）研究成果報告書として狩俣繁久編 2015
『琉球諸語 記述文法』Ⅰ、同編 2016『琉球
諸語 記述文法』Ⅱ、同編 2016『琉球諸語 記
述文法』Ⅲの 3冊を刊行し、研究代表者・研
究分担者の 10 人の研究論文の他に、中川奈
津子、タイラー・ラウ、新永悠人、横山（徳
永）晶子、ハイスファンデルルベ、松本泰丈、
田畑千秋、重野裕美、白田理人、仲間恵子、

山田昌寛、島袋幸子、當山奈那、麻生玲子、
原田走一郎、クリストファー デイビスの 16
人の研究協力者の研究論文を掲載した。これ
ら研究協力者は、『琉球諸語 記述文法』Ⅰ
ⅡⅢ以外にも多数の研究論文を研究成果の
一部として発表している。 
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